
平成１９年度実績評価書要旨

評価実施時期：平成　１９年　　８　月
担当部局名：
　 医政局指導課

施策名

日常生活圏の中で必要な医療が提供できる体
制を整備すること

政策体系上の位置付け

基本目標Ⅰ
　安心・信頼してかかれる医療の確
保と国民の健康づくりを推進するこ
と
施策目標１
　地域において適切かつ効率的に医
療を提供できる体制を整備すること（Ⅰ－１－１）

施策の概要
　国民の医療に対する安心、信頼の確保を目指し、医療計画制度の中で医療機能の
分化・連携を推進すること等を通じて、地域において切れ目のない医療の提供を実
現することにより、良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を図る。

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

【評価結果の概要】

（施策目標の評価）
　医療計画制度を通じ、日常医療圏の中で必要な医療が提供できる体制の整備が図られる
よう取組を進めている。がんなどの４疾病５事業に係る医療連携体制の構築については、都
道府県の取組が着実に進められるよう支援を行っているところであり、医療機関の整備につ
いては、国庫補助事業等の取組により病床不足率が減少している。
　また、運営費等補助金や各種国庫補助等により、へき地医療拠点病院等の数が増加し、
救命救急センターの数等も増加している等、施策目標の達成に向けた取組が進んでいると
評価できる。
　
（評価結果の分類）
　施策目標の達成に向けて進展しており、現在の取組を続ける

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

関 係 す る 施 政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

施政方針演説等 年月日 記載事項（抜粋）

第１６６回国会に
おける安倍内閣総
理大臣施政方針演
説

平成19年1月26日

「医療や介護については、政策の重点を予防に移し、より長く、元気
に生活を楽しめるよう、「新健康フロンティア戦略」を年度内を目途
に策定します。レセプトの電子化などにより、医療費の適正化に努め
るとともに、地域における小児科や産科の医師の確保、救急医療体制
の整備など、安心な地域医療を確立します。」

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 平成19年度中に各都道府県が策定

する平成20年度以降の医療計画に ― ― ― ― ―
おいて医療連携体制に関して定め

（ ）る目標 平成19年度中に策定予定
（調査名・資料出所、備考）
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